




要約:テレピの良い面の活用及ぴ悪影響の軽減のために、家庭での見せ方の指専、模倣行

動誘発特性への留意、内容のモニターシステムの設置が望まれる。テレピゲームも良い面

もあるが、眼の緊張・疲労、ゲーム生活への偏り防止のため、小児には自動的時間制限シ

ステムの組み込みが望まれる.外遊ぴが激減し運動量は学校とスポーツクラプ参加のみに

依存し、運動不足は肥満、運動能力低下、防衛体力低下を引き起こしている.外遊ぴ減少

の社会的背景の総合的検討と抜本的対策が必要である.


